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『ぼくがぼくであること』 

91.3 ヤ 

山中
やまなか

恒
ひさし

／作
さ く

 

岩波
いわなみ

書店
し ょ てん

 
 
 
 
 

ぼく以外の兄妹はみんな優等生
ゆうとうせい

な

のに…。ママにおこられて、あん

まり頭にきたぼくは家出をした。

ある農家に転がりこんだ「ぼく」

の成長物語。 

 

『幽霊
ゆうれい

派遣
は け ん

会社
がいしゃ

』
」

 

93 イ 

エヴァ・イボットソン／著
ち ょ

 

三辺
さ ん べ

律子
り つ こ

／訳
や く

 

偕成社
かいせいしゃ

 
 

幽霊
ゆうれい

を見ることができるふたりが

お好みの幽霊
ゆうれい

をおとどけします！

おそろしい幽霊
ゆうれい

、静かな幽霊
ゆうれい

、友だ

ちになれる幽霊
ゆうれい

…さて、どれがい

い？ ぶきみで楽しいゴーストたち

のお話です。 

 
『ぼくの仕事場は 

富士山です』 

78コ 

近藤
こんどう

光一
こういち

／著
ちょ

 

講談社
こうだんしゃ

 
 

 
 

富士山ではたらく「ぼく」の仕事は

登山ガイド。500回ちかく富士山に

登った経験をもとに、富士山の自然

のきびしさと素晴らしさ、みりょく

を語ります。 

 
『ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。 

―マララ・ユスフザイさんの 

国連演説から考える―』 

37ユ 

マララ・ユスフザイ／述
じゅつ

 石井光
いしいこう

太
た

／文
ぶん

 

ポプラ社
      しゃ

 
 

15歳
さい

の少女マララ・ユスフザイさん

が、国際連合でスピーチをしました。

子どもが教育を受ける権利
けんり

を主張し

続ける理由、学校へ行く意味を、マラ

ラさんの演説とともに考えます。 

 

『大どろぼうホッツェンプロッツ』 

94プ 

オトフリート＝プロイスラー／作
さく

  

中村浩三
なかむらこうぞう

／訳
やく

 

 偕成社
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おばあさんの大切なコーヒーひ

きがぬすまれた！ ゼッペルとカ

スパールは頭をつかって大どろ

ぼうのホッツェンプロッツを追

いかけます。 
線のとおりに切って折ると、本になるよ！ 
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『クマのプーさん』 

93ミ 

Ａ．Ａ．ミルン／作
さく

 Ｅ．Ｈ．シェパード／絵
え
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ももこ
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世界で有名なクマ「プーさん」の

おはなし。おさないクリストファ

ー・ロビンが、100エーカーの広

い森を舞台
ぶたい

になかよしの動物たち

とゆかいなぼうけんにでかけま

す。 

 
『ハロルドのしっぽ』 

93 マ 

ジョン・ベーメルマンス・マルシアーノ／作
さ く

 

石井
い し い

睦
むつ

美
み

／訳
や く

 

 BL出版
しゅっぱん

 
 
 

小さな公園で平和にくらすリスの

ハロルド。ある日、ドブネズミにし

っぽの毛を切られて、世界が変わっ

てしまった！ 

冒険
ぼうけん

と勇気と友情の物語。 


